
 

第 40回情報交流の会 実施報告書（ＨＰ） 

開 催 日 時  2019 年 12 月 21 日(土) 13:30-17:00 

名 称 ・ 主 催  第 40 回 情報交流の会 ・ （公社）日本技術士会 神奈川県支部 

開 催 場 所  シルクセンター地下１階 大・中会議室 （横浜市中区） 

行 事 内 容  

・第 40 回情報交流の会を、台風影響や会場都合により、11/23 に続き、12/21 開

催した。 

・前回同様、会員による 3 件の CPD 講演があった。 

・支部長挨拶、各委員長から活動報告、活動計画に関する報告があった。 

参 加 人 数  情報交流の会：43 名（会員 40 名）、ワンコイン交流会：34 名（会員 32 名） 

概 要 

＜第 40 回情報交流の会＞（司会：磯村委員） 

・清水支部長挨拶：支部と会員の相互の情報や意見を交わし、出逢いそして絆を深めて欲しい 

・支部活動報告・活動予定のお知らせ 

 >松田総務委員長：CPD対応になった。今後「ミニ講演」のミニは削除したい。講演すれば x5のCPD

時間が得られる。講演に積極的にチャレンジを願いたい。1/28 の新年特別講演・賀詞交歓会に参

加を願う。4/4(土)に二次試験合格祝賀会を予定。神奈川/東京の一次再試験が 3/7 に実施され

る。6/6(土)に一次試験合格祝賀会を予定。支部の会員数、組織構成などの概況の説明があった。

また、事務所の区分利用のメリット、特に B 区分(私書箱)会員の紹介があった。 

 >藤井技術士活性化委員長：12/19 テクノセミナーでは情報セキュリティをテーマに多くの参加者を

得て開催。2020 2/5-7 テクニカルショウヨコハマ 2020 に出展。ミニセミナーを計画。場立ちなど人

手を募集中。奮って協力を願いたい。 

・CPD 講演 

 >(1)吉野 良成氏、経営工学部門、日本ユニシス 製造ビジネスサービス本部 

「日本ユニシスにおけるビジネスエコシステム創出の取組と P2M」 

・SE 組織の企画・運営・管理に従事。PMAJ 認定の PMR、PM シンポ実行委。「55 歳からの技術士

挑戦」の社内講演。勤続30年での15日間サバティカルで伊豆七島を単独キャンプ。思うところ多々

あり。日本ユニシスの信条は"Foresight in sight"、様々な企業をつなぐプラットフォーム提供。"My 

Home Market"など新しいユーザ体験など事例紹介。P2M ビジネスエコシステム創出に取り組む。 

 >(2) 宮原 健一氏、電気電子/機械/総合管理部門、日立ビルシステム リニューアル営業技術部 

「エレベーターの安全と周辺技術」 

・TV 放送の月面着陸などに影響された。資格は技術士、電気工事士、無線技士/アマチュア無線

等多数。現職はエレベータリニュアル。エレベーターは「かご」内からは脱出不可な構造。かごと釣

合おもりでバランスとる。巻き上げ機に通常ブレーキ。非常ブレーキはガイドレールを掴む動作。さ

らにシャフト下部の緩衝器で受止める。マルチビームドアセンサー、車いす仕様の要件の紹介。 

 >(3)野田 幸夫氏、電気電子部門、DX アンテナ 技術部  「リチウムイオン電池と私」 

・趣味は BCL アマチュア無線、ドライブなど。得意分野はアナログ電子回路とリチウムイオン電池

(LIB)。LIB は高いエネルギー密度、充放電効率。課題は安全性で発熱、発火、短絡などがリスク。

材料、保護回路、安全弁などで対策。サイクル寿命やコストも課題。LIB 電池と自然エネルギー利

用により地球温暖化抑止に貢献したい。 

 


